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はじめに
 

-今回発表の経緯-

2010年より、JDE事業化に向けたエクサの取り組みがはじまりました。

10’9 10’11 11’4 11’5 11’6～

学ぶ 積む 広める 深める 飛び出す

★

 

案件への参画

★

 

JDE推進チーム発足

★オラクル主催研修受講

★

 

業務モデル（ソリューション）作成

業務モデルの整理

★プロモーションと提案

★

 

合同スキルトランスファー会
（ERPソリューション部・
インダストリーシステム開発部合同）

事例を通して、

 
JDE導入のメリットをご紹介します

案件獲得！
実際に飛び出した！

飛び出した！

12’6～
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１－１．ERPとは

＜ERPとは＞

「EEnterprise RResource PPlanning」の頭文字をとったもの（企業資源計画）企業資源計画）

企業内にある基幹業務企業内にある基幹業務（会計、販売、在庫、購買、生産、人事・給与）で必要な情報必要な情報

 を一元的に管理を一元的に管理する仕組みであり、経営資源の全体最適を実現するためのツール。

海外展開する企業のため、多通貨・多言語多通貨・多言語に対応しているものも多い。
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現在、国内では数多くのERPパッケージが販売されています。エクサは

 全てのお客様に対応すべくJDEの取り組みを開始しました。

中
堅
企
業
向
け

中
堅
企
業
向
け

１－２．主なERPパッケージと特色

海
外
ベ
ン
ダ

海
外
ベ
ン
ダ

国
内
ベ
ン
ダ

国
内
ベ
ン
ダ

大
企
業
向
け

大
企
業
向
け

従業員数

1,000人

500人

GLOVIAGLOVIA

OBIC7OBIC7 GRANDITGRANDIT

SMILESMILE

奉行新ERP奉行新ERP 弥生弥生

MJSLINK IIMJSLINK II

ProActiveProActive

SAPSAP

エクサの提供エクサの提供
ソリューションソリューション

SuperStreamSuperStream

E-Business SuiteE-Business Suite

JD

 
EdwardsJD

 
Edwards
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２－１．JDEの歴史

C/S

Internet

1978

1990

2003

2005

30年以上使われ続けている歴史があります。日本では300社以上、

 世界では7,600社以上の企業企業で採用された実績があります。

FusionFusion
ApplicationsApplications

Service Oriented

AS/400上で稼動

2013
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２－２．JDEの機能全体図

会計、調達、在庫、生産、受注管理など、幅広い業務領域をカバーしている

 ERPパッケージです。専用の開発ツールも用意されています。
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２－３．画面の特長

画面構成や操作性は共通性があり、利用者にとって扱いやすくなっています。

データ操作域メニュー域

操作ボタン域
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＜お客様プロフィール＞

導入お客様 大手重機部品販売

主な業種
ショベル、道路機械などの重機の

 補修部品の仕入・販売

従業員数 約550人

案件内容
日本・中国・インドネシアの3事業所に

 JDEの販売・購買システムを導入

特徴 開発で中国オフショア活用

３－１．案件概要

お客様プロフィールと案件の内容をご紹介します。
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お客様課題

３－２．プロジェクトの目的

本プロジェクトはグローバルな競争力強化を見据えスタートしました。

代理店との関係強化代理店との関係強化

デリバリー48時間以内を達成デリバリー48時間以内を達成

国内市場の縮小/海外展開の必要性国内市場の縮小/海外展開の必要性

海外で供給率98%を達成海外で供給率98%を達成

顧客満足度の向上顧客満足度の向上

適正な価格管理 最適な在庫管理 迅速な販売管理

グローバル対応

代理店との情報共有代理店との情報共有

プロジェクト目標

実現すべきシステム
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JDE＋追加開発JDE＋追加開発
Servigistics

３－３．実現機能

Ｄ．発注

Ｅ．検収

代

 理

 店

 （
顧
客
）

代

 理

 店

 （
顧
客
）

仕
入
先

仕
入
先

発注情報管理発注情報管理

受入検収・返品受入検収・返品

仕入先管理仕入先管理

Ｈ．国内受注・出荷管理
Ｉ．海外受注・出荷管理

出荷指示出荷指示

売上計上売上計上

F ．在庫管理

在庫分析在庫分析

手持在庫管理手持在庫管理

入出庫管理入出庫管理
計上計上

棚卸管理棚卸管理

得意先管理得意先管理

出荷・海外出荷輸出出荷・海外出荷輸出

受注・海外受注受注・海外受注

確定発注
（納入指示）

需要予測
在庫補充計画

需要予測
在庫補充計画

計画発注オーダ

Ａ．部品情報管理

品目マスタ管理品目マスタ管理

部品表管理部品表管理

原価管理原価管理

G ．在庫配分
（拠点在庫供給）

配分計画配分計画

供給・受入供給・受入

Ｊ．業績管理

在庫引当在庫引当

見積・海外見積見積・海外見積

W
e
b

シ
ス
テ
ム
（
ポ
ー
タ
ル)

W
e
b

シ
ス
テ
ム
（
ポ
ー
タ
ル)

W
e
b

シ
ス
テ
ム(

ポ
ー
タ
ル)

W
e
b

シ
ス
テ
ム(

ポ
ー
タ
ル)

会計システム
Ｉ／Ｆ

工場システム

 
Ｉ/Ｆ

東日本自動
倉庫システムI/F

国内販社
システムI/F

外部システム外部システム

C.在庫計画管理
部品マスタ

受注実績

Ｂ. 価格管理

価格情報管理価格情報管理

実現した機能は、既存の受注・発注システムの再構築です。

 JDEとServigisticsを組み合わせたシステムです。
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３－４．体制

お客様が要件定義へ積極的に参加する体制をひいていただきました。

SIer

プロジェクトマネジャー

1名

お客様

プロジェクトオーナー

2名

お客様

SIer
プロジェクト責任者

1名

SIer

業務系

海外受発注担当

 

1名
国内受発注担当

 

1名
価格担当

 

1名
システム担当

 

2名
全般

 

1名

お客様

1名

1名

業務系
（価格・マスタ）

１名

SIer

業務系
（受注）

1名

SIer

業務系
（発注）

2名

SIer

IF

約10名約15名

パートナー(日本) パートナー(中国)

約15名

SIer

要件定義

追加開発の設計・開発

※ピーク時
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３－５．スケジュール

年 2012 2013

月 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8

フ
ェ
ー
ズ

・セッション形式

・お客様の積極的な

 参加で

 スケジュールどお

 り完了

・効果的に中国オフショア

 を取り入れ、スケジュー

 ルどおり完了

ただいま

進行中

全工程で、1年2ヶ月のスケジュールでした。どのフェーズも、遅延なく計

 画通り推進しました。

サービスイン

要件定義 設計・開発・単体テスト
結合

テスト
システム
テスト
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４．中国オフショア活用

追加プログラム開発の約半数(100本中40本程度)はオフショアを活用しまし

 た。よって、JDEの追加開発オフショア利用のノウハウも獲得できました。

 今後は、追加プログラム開発にオフショアを利用していきたいと思います。

約10名程度約12名

パートナー(日本) パートナー(中国)

約10名

SIer

追加開発の設計・開発

主要機能をがっちり！
JDE開発のベテランさん

簡易機能をお手頃に！
JDE開発は初めて。
大連での持ち帰り開発。

設計書のQA・受入検証の

 ポイントを３点ほどご紹

 介します。
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４－１．コミュニケーションツールの有効性

当初、QA管理は一覧表で管理をしていたが、回答までのタイムラグが発

 生しスケジュールに影響が出たため、今回のプロジェクトではコミュニ

 ケーション手段としてチャットツールを活用しました。

⇒リアルタイムに、気軽にコミュニケーションをとることができ、

スケジュールの遅延がなくなった

メールよりもやりとりの履歴が追

 いやすく、断然スピーディー。
解決したQAは一覧に転記。
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４－２．理解度の確認

説明した結果「わかりました」と言われても、実はあまり通じていない場

 合がある

 
⇒自ら、さらにもう一歩詳しく解説し、理解度をはかる

うーん、
イマイチ。

ちゃんと理解

 
してもらえた

 
ようだ！

XXしてから、XXの処理をしてください。

・・わかりました。

大丈夫かな、この処理複雑な

 
んだけど。。

○○の目的のために、XX

 処理しますよ。
わかりましたか？

ああ、なるほど！
～ということですね！

1

2 4

3

！

「わかった」と言っているんだか

 
ら、まあ大丈夫か、ではなく。。

もう少し詳しく説

 
明してみよう

日本 中国
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４－３．確実な受入検証の必要性

テスト結果の資料には日本語のコメント記載が少なく、検証が難しい。

 
⇒受入検証でのプログラム動作確認を、通常よりも厳しく実施する。

 (エラーケースやレアパターン、漏れパターンも実施する)

品質UP！

受入検証テストを
しっかりやる

プログラム作成

OKと書いてあるから

 多分大丈夫・・

OKとあるけど本当？
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４－５
 

．まとめ

結局・・

大事なのは
細やかで粘り強い

コミュニケーション
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５
 

．JDE導入で実感したメリット

お客様からいただいたJDEに対する評価の中から、
 活用するメリットを5点ご紹介します。

 これらのメリットによりERP導入コストを削減することが可能に
 なり

 
ます。

1.

 
要件定義を迅速に開始できる

2.

 
お客様業務プロセスへ柔軟に対応できる

3.

 
画面のユーザーインタフェースが変更できる

4.

 
プログラムごとのパラメータが豊富である

5.

 
帳票データ選択条件が容易に変更できる
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５－１
 

．要件定義が迅速に開始できる

ローカルPCにインストールできる「Demo Jr」を利用することで、実機の画

 面動作を確認しながらの要件定義を迅速に開始することが可能です。

サーバ版と同等の機能を持つ「Demo Jr」を
担当者のローカルPCにインストールし

要件定義を開始可能

※Demo

 

Jrのインストールは数時間で可能。
※デフォルトの設定があるため、

 
インストール後すぐに使用可能。
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５－２．お客様業務プロセスへ柔軟に対応できる

JDEには標準の業務プロセスが準備されています。加えて、順序の変更や、追

 加開発プロセスの組み込みが容易なので、お客様業務に柔軟に対応可能です。

 実際に、お客様にも好評でした。

売上計上売上計上

出荷処理

パッキング

積荷処理

在庫引当

ピッキング

納品書

配送確認

リプライス

承認

品揃確認

仮売上計上

受注受注

オーダー処理
順序定義

配車手配 ルート選択

追加開発

◎順序定義は運用途中でも追加・変更を行うことが

 
可能となっておりますので、将来の業務プロセス

 
変更にも対応できます。

追加機能を含めて「処理の順番」を自由

 に定義することが可能
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５－３
 

．ユーザーインタフェースが変更できる

画面の表示項目は抽出条件として使用でき、抽出結果はエクセルにエクスポートがで

 きます。表示項目の見た目も、ユーザーごとに変更が可能です。

抽出条件を自由に設定可能。
検索条件の保存も可能。

抽出結果を簡単にエクセル保存可能。
インポートが可能な画面も多数。受注残管理画面

項目の色、順番、幅は自

 由に変更可能。
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５－４
 

．プログラムごとのパラメータが豊富

標準の画面ごとに、さまざまなパラメータ(処理オプション)が用意されており、プロ

 グラムの修正をしなくても、画面機能の変更が可能です。

複数のパターンを用意することが可能

伝票入力の各項目デフォルト値を設定

処理オプション

画面ごとの機能の変更が可能
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５－５
 

．帳票のデータ選択条件が容易に変更できる

標準の帳票に関しても、検索条件の変更・追加は容易なので、カスタマイズを減らす

 ことができます。

データ選択

帳票ごとにデータの抽出条件を任意に設定・変更が可能

複数のパターンを用意することが可能
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５－６
 

．まとめ

JDEの柔軟性は
メリット大！
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６．JDE追加開発時の考慮点

JDE追加開発時の考慮点を、3点ご紹介します。

1.

 
予備項目不足への対応

2.

 
設計はシンプルに

3.

 
DBでの値の保持形式における考慮点
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６－１．予備項目不足への対応

受注データなどのトランザクションテーブルには、

 ユーザー要件によって自由に設定できる予備項目がない。

桁数、型は合致

 
するか？

画面表示はされ

 
ているか？

標準テーブルからプロジェクトで使用しない項目を探し、代用する。

後続処理で上書

 
きされないか？

※マスタデータには、予備項目があります。

「受注地域コード」

 
を入力したい
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SQLのテーブル結合は5つまで

６－２．設計はシンプルに

Tools(JDE専用開発ツール)での開発は、さまざまな制約事項がある。

要件定義、設計時からシンプルな構造になるような設計を

意識する必要がある。結果として、メンテナンスも簡単になる。

TABLE A TABLE B

TABLE D TABLE E

TABLE C

TABLE F

IF int

 
= 1

XXXX

ELSE IF int

 
= 2

YYYY

IF分岐のELSE条件は指定できない



Copyright © 2013  EXA CORPORATION. All rights reserved. 35

エクセル変換

６－３．DBでの値の保持形式の注意点

日付項目は、テーブル内ではジュリアン日付

数値項目は、テーブル内では小数点なし

伝票番号 受注日 受注金額

10000001 113001 105000

10000002 113032 210000

10000003 113060 315000

テストデータ作成時・テスト結果確認時には、エクセル関数で変換

外部システムとのデータ連携処理時には、Toolsの関数を利用して、変換

伝票番号 受注日 受注金額

10000001 2013/1/1 1050円

10000002 2013/2/1 2100円

10000003 2013/3/1 3150円

伝票番号１,受注日,受注金額
10000001,20130101,1050
10000002,20130201,2100
10000003,20130301,3150

関数で変換

CSV出力

※画面、帳票はToolsで自動変換されるので考慮不要

JDE Tools
DB

実際は1050円実際は

 
2013/1/1
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６．最後に

みんなで使おうJDEdwards！みんなで使おうJDEdwards！

□

 
お客様へ

・

 

現在、アミューズメント業の会社にJDEを導入中です。
・ERP導入をお考えでしたら、是非エクサにデモンストレーションを

 ご用命ください！

□

 
ビジネスパートナーの皆様へ
・エクサのJDEビジネスに協業していただけるパートナー様を

 募集中です！
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ご清聴ありがとうございました

これからも頑張ります！
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E-Business Suiteは米国オラクル社の商標もしくは登録商標です。
JD Edwardsは米国オラクル社の商標もしくは登録商標です。
GLOVIAは富士通社の商標もしくは登録商標です。
ProActiveはSCSK社の商標もしくは登録商標です。
OBIC7はオービック社の商標もしくは登録商標です。
GRANDITはGRANDIT社の商標もしくは登録商標です。
SMILEはＯＳＫ社の商標もしくは登録商標です。
MJSLINKⅡはミロク情報サービス社の商標もしくは登録商標です。
奉行新ERPはオービックビジネスコンサルタント社の商標もしくは登録商標です。
弥生は弥生社の商標もしくは登録商標です。
SuperStreamはスーパーストリーム社の商標もしくは登録商標です。
SAPはドイツＳＡＰ社の商標もしくは登録商標です。
Windowsは米国マイクロソフト社の商標もしくは登録商標です。
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